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時
枝
誠
記
博
士
は、
大
正
十
四
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
を
卒
業
さ
れ
た。
直
ち
に
第
二
東
京
市
立
中
学
校
の
教
諭
と
な
り、
昭
和

二
年
に
は
京
城
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た。
そ
の
後、
欧
米
に
留
学
し、
教
授
と
し
て
昭
和
十
八
年
ま
で
京
城
大
学
で
研
究
に
専
念

し、
ま
た、
後
進
を
指
導
さ
れ
た。
「
国
語
学
史」
「
国
語
学
原
論」
と
い
う
画
期
的
な
業
績
を
立
て
ら
れ
た
の
は、
と
の
京
城
時
代
の
こ
と
で

あ
る。

時枝誠記博士を悼む

「
国
語
学
原
論」
が、
時
校
学
説
の
基
本
的
理
論
で
あ
る
言
語
過
程
説
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が、
当
時
の
国
語

学
界
は、
パ
ウ
ル
や
イ
エ
ス
ペ
ル
セ
ン
を
経
て
ソ
シ
ュ
l
ル
に
移
り、
ソ
シ
ュ
l
ル
の
影
響
は、
す
み
ず
み
ま
で
及
ん
だ。
そ
の
ソ
シ
ュ
l
ル
の

学
説
を、
時
枝
博
士
は
敢
然
と
批
判
し
た。
ソ
シ
ュ
l
ル
の
考
え
は
構
成
的
言
語
観
に
基
づ
く
も
の
と
し、
そ
れ
に
対
し
て、
言
語
過
程
説
を
唱

え
た
の
で
あ
っ
た。
博
士
は
こ
の
言
語
観
に
よ
っ
て、
あ
ら
ゆ
る
言
語
現
象
が
説
明
出
来
る
と
い
う
信
念
に
基
づ
い
て、
晩
年
ま
で
絶
え
ず
論
究

を
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た。

ソ
シ
ュ
l
ル
の
「
言
語
学
原
論」
を
訳
し
た
の
は
小
林
英
夫
氏
で
あ
る。
そ
の
小
林
氏
は、
時
枝
博
士
と
時
を
同
じ
く
し
て
京
城
大
学
巳一言
語

学
を
講
じ
て
お
ら
れ
た
乙
と
は
奇
縁
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う。

博
士
の、
ソ
シ
ュ
l
ル
学
説
の
理
解
が
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て、
言
語
過
程
説
は、
わ
が
国
語
学
界
に
大
き
な
波
紋
を
投
じ

た。
言
語
過
程
説
が
わ
が
国
の
言
語
研
究
の
進
歩
に
貢
献
し
た
と
と
は
実
に
大
き
い。
昭
和
二
十
年
代
三
十
年
代
の
国
語
学
界
は、
と
の
言
語
過

程
説
を
め
ぐ
っ
て
動
い
て
来
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い。

京
城
時
代、
時
枝
博
士
は、
朝
鮮
総
督
府
の
委
嘱
を
受
け
て、
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さ
れ
た。
も
ち
ろ
ん、
博
士
の
言
語
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て、
大
変
異
色
の
あ
る
教
科
書
だ
っ
た。

時
枝
博
士
は、
昭
和
十
八
年、
橋
本
進
吉
博
士
の
定
年
退
職
の
あ
と
をャつ
け
て、
東
京
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ、
東
大
の
国
語
国
文
学
第一
講

座
を
担
任
せ
ら
れ
た。
わ
が
国
の
言
語
学、
国
語
学
は、
上
国
高
年
博
士
に
よ
っ
て
聞
か
れ
た。
上
田
博
士
は、
昭
和
二
年
に
退
任
さ
れ
て、
そ

の
あ
と
を
つ
が
れ
た
の
が
橋
本
進
吉
博
士
で
あ
る
か
ら、
時
枝
博
士
は
第
三
代
自
に
当
る
わ
け
で
あ
る。

橋
本
進
吉
博
士
は、
か
ね
て
か
ら、
全
国
の
国
語
研
究
者
が
互
い
に
啓
発
し
合
い
向
上
す
る
た
め
の、
学
会
組
織
を
創
設
す
る
乙
と
を
考
え
て

お
ら
机
た。
当
時、
西
に
は、
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
の
吉
沢
義
則
博
士、
九
州
帝
国
大
学
教
授
の
春
臼
政
治
博
士
が
活
躍
し
て
お
ら
れ
た
し、

ま
た、
東
北
帝
国
大
学
教
授
で
あ
っ
た
山
田
孝
雄
博
士
が
学
問
上
の
指
導
者
と
し
て
令
名
が
あ
っ
た。
い
ず
れ
も、
橋
本
博
士
に
と
っ
て
は
先
輩

で
あ
っ
た。
さ
ら
に
大
先
輩
と
し
て
柳
田
国
男
先
生
や
新
村
出
博
士
が
居
ら
れ
た。
博
士
は
乙
の
よ
う
な
人
々
の
理
解
と
協
力
と
を
懇
請
す
る
と

共
に、
各
方
面
の
了
解
を
と
り
つ
け、
慎
重
に
事
を
進
め
ら
れ
た。
一
方、
東
条
操
先
生
は、
当
時
五
百
人
の
会
員
を
擁
し
て
い
た
日
本
方
言
学

会
の
す
べ
て
を
あ
げ
て、
新
し
い
学
会
に
合
流
す
る
決
意
を
固
め
て
お
ら
れ
た。
そ
し
て、
西
尾
実
博
士
が、
橋
本
博
士
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て、
学
会
創
設
の
準
備
に
参
画
さ
れ
た。

乙
の
よ
う
な
時
に、
時
枝
博
士
は、
橋
本
博
士
の
後
任
と
し
て
東
大
の
教
授
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た。
時
枝
博
士
は、
橋
本
博
士
を
助
け

て、
学
会
創
設
の
各
般
の
準
備
に
力
を
尽
さ
れ
た。
と
う
し
て、
昭
和
十
九
年
三
月、
戦
争
も
末
期
の、
悪
い
条
件
ば
か
り
重
な
っ
て
い
る
時
期

に、
「
国
語
学
会」
が
発
足
し
た
の
で
あ
っ
た。

国
語
学
会
の
会
長
に
は
橋
本
博
士
が
就
任
さ
れ、
東
条
操、
西
尾
実、
時
枝
誠
記
氏
等
が
理
事
に
な
ら
れ
た。
学
会
最
初
の
評
議
員
会、
理
事

会
の
聞
か
れ
た
の
は、
東
京
の
神
田
岩
本
町
に
あ
っ
た
中
教
出
版
株
式
会
社
の一
室
で
あ
っ
た
よ
う
に、
私
は
覚
え
て
い
る。
研
究
者
の
待
望
し

た
国
語
学
会
は
成
立
し
た。
し
か
し
時
代
は
暗
く、
学
会
の
活
動
は
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た。

昭
和
二
十
年
夏、
よ
う
や
く
戦
争
は
終っ
た。
戦
争
は
終っ
た
け
れ
ど
も、
し
か
し、
社
会
情
勢
は
混
乱
と
窮
之
を
き
わ
め
て
い
た。
と
て
も

落
ち
着
い
て
勉
学
に
精
進
出
来
る
よ
う
な
時
代
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

会
長
の
橋
本
博
士
は、
昭
和
二
十
年
の
初
め
に、
終
戦
を
待
た
ず
に
逝
去
さ
れ
た。
そ
の
後
は、
国
語
学
会
は
会
長
制
を
廃
し
て
代
表
理
事
制

を
と
る
乙
と
に
し、
時
枝
博
士
が
初
代
の
代
表
理
事
に
な
ら
れ
た。
戦
後
の
闇
黒
時
代
に、
国
語
学
会
の
代
表
理
事
と
し
て
の
時
枝
博
士
は、
京

都
大
学
教
授
の
遠
藤
嘉
基
博
士
と
呼
応
し、
東
と
西
と
で、
国
語
に
関
す
る
講
演
会
や
公
開
講
座、
あ
る
い
は
研
究
発
表
会
を
聞
い
て、
と
も
す

れ
ば
生
活
に
追
わ
れ
が
ち
の
研
究
者
た
ち
に、

研
究
を
進
め
る
意
欲
と、

自
分
の
研
究
を
発
表
す
る
機
会
を
与
え
た。

ζ
う
し
て
国
語
研
究
は
一
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時校誠記博士を悼む

段
と
進
歩
し
た
と
言
え
る。
恐
ら
く、
国
語
学
会
は、
学
問
世
界
の
中
で
戦
後
最
も
早
く
立
ち
直っ
た
も
の
の一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う。

そ
し
て、
こ
の
こ
と
が
時
枝
博
士
の
熱
意
の
た
ま
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
を、
私
た
ち
は
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る。

二
十
三
年
十
月
に
国
語
学
会
の
機
関
誌
「
国
語
学」
が
発
刊
さ
れ
た。
乙
の
機
関
誌
の
発
行
が
実
現
し
た
の
は、
遠
藤
博
士
を
中
心
と
す
る
京

都
大
学
の
人
々
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た。
国
語
学
会
は
次
い
で、
遠
藤
博
士
等
の
執
筆
に
よ
る
「
国
語
の
歴
史」
を
刊
行
し
た。
三
十
年
に

は
「
国
語
学
辞
典」
が
東
京
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た。
百
八
十一
人
も
の
国
語
学
会
の
会
員
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
実
に
学
会
総
動
員
の
仕

事
と
言
っ
て
よ
い。
そ
し
て
編
集
委
員
長
と
し
て
の
時
枝
博
士
を
中
心
に
各
編
集
委
員
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た。
乙
の
「
国

語
学
辞
典」
が
そ
の
後
の
国
語
研
究
に
大
き
な
貢
時を
し
た
乙
と
は、
こ
ζ
で
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う。

時
枝
博
士
は、
国
語
学
会
の
中
心
と
し
て
の
役
目
を
果
し
な
が
ら、
戦
後
の
国
語
学
研
究
の
水
準
を一
段
と
高
め
る
よ
う
に
絶
え
ず
心
が
け
て

お
ら
れ
た
が、
一
方、
み
ず
か
ら
も
次
々
と
論
考
を
発
表
さ
れ
た。

戦
後
間
も
な
く、
国
語
の
表
記
に
つ
い
て
改
革
が
行
わ
れ
た。
当
用
漢
字
表、
現
代
か
な
づ
か
い
が
審
議
公
表
さ
れ
た
が、
時
枝
博
士
は
国
語

審
議
会
の
委
員
の
中
で
た
だ一
人、
そ
の
制
定
に
は
っ
き
り
と
反
対
し
た。
そ
の
後、
時
枝
博
士
は、
改
組
さ
れ
た
国
語
審
議
会
の
委
員
と
し
て、

常
に
国
語
改
善
の
方
向、
原
則
に
つ
い
て
そ
の
識
見
を
発
揮
し、
審
議
会
に
お
け
る
論
争
の一
方
の
雄
で
あっ
た
乙
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

戦
後、
教
育
制
度
に
大
き
な
変
革
が
与
え
ら
れ
た。
義
務
教
育
は
九
年
間
と
な
り、
中
学
校
が
各
地
に
新
設
さ
れ
た。
指
導
要
領
が
制
定
さ
れ

検
定
教
科
書
が
編
集
さ
れ
た。
国
語
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て、
各
種
の
論
議
が
交
さ
れ
た。
乙
乙
で
も
博
士
は
指
導
的
立
場
を
と
ら
れ
た。

時
枝
博
士
の
言
語
過
程
説
か
ら
す
る
と、
い
わ
ゆ
る
言
語
生
活
は、
当
然
国
語
学
研
究
の
対
象
と
な
る。
国
語
問
題
や
国
語
教
育
は、
国
語
学

の
当
面
の
研
究
課
題
で
あ
っ
た。
橋
本
進
吉
博
士
が、
国
語
問
題
や
国
語
教
育
を
国
語
学
の
応
用
分
野
と
し
た
の
と
は、
大
変
な
違
い
が
あ
る。

従
っ
て、
時
枝
博
士
は、
国
語
問
題
お
よ
び
国
語
教
育
に
対
し
て
は
非
常
な
熱
意
を
持
ち、
実
に
真
剣
で
あ
っ
た。
幾
多
の
論
考
を
発
表
し
た
が、

著
書
と
し
て
も
「
国
語
問
題
と
国
語
教
育」
(昭
和二
十
四
年
刊)
「蹴
国
語
教
育
の
方
法」
(昭
和
三
十八
年
刊)
「
国
語
問
題
の
た
め
に」(昭
和三
十七
年
刊)

等
が
あ
る。
そ
し
て
博
士
は
実
際
面
に
も
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
果
さ
れ
た。

戦
後、
昭
和
二
十
四
年
に
国
語
問
題
の
根
本
的
解
決
を
計
る
た
め、
国
立
国
語
研
究
所
が
創
設
さ
れ
た。
時
枝
博
士
は
評
議
員
と
な
ら
れ、
研

究
所
の
調
査
研
究
に
助
言
を
与
え
ら
れ
た。
博
士
は、
研
究
所
十
周
年
記
念
の
式
典
に
際
し
て、
研
究
所
の
研
究
活
動
に
対
し、
自
己
の
言
語
観

に
基
づ
い
て、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
忠
言
を
与
え
ら
れ
た。

昭
和
三
十
六
年
に
博
士
は
東
京
大
学
を
定
年
で
退
職
さ
れ
た。
京
城
大
学、
東
京
大
学
に
お
い
て
多
く
の
研
究
者
を
育
て
ら
れ
た
が、
さ
ら
に
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早
稲
田
大
学
の
大
学
院
教
授
と
し
て、
国
語
研
究
者
の
育
成
に
努
め
ら
れ
た。
ま
た、
そ
の
間
ずっ
と、
自
身
た
ゆ
ま
な
い
研
究
生
活
を
続
け
ら

れ
た
乙
と
は
言
う
ま
で
も
な
い。
特
に
晩
年
は
言
語
生
活
史
の
研
究
に
力
を
注
が
れ、
ま
た、
文
法
研
究
に
非
常
な
執
念
を
示
さ
れ
た。

時
校
博
士
の
研
究
の一
つ
の
中
心
が
文
法
研
究
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い。
「
日
本
文
法
口
語
篇」
(
昭
和二
十五
年
刊)
「
日
本

文
法

文
語
篇」
(
同二
十
九年
刊〉
「
古
典
の
解
釈
文
法」
(
同二
十八
年
刊、
増
淵
恒
吉と
共
著)
「
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法」
(
同二
十五
年
刊)
等
が

発
表
さ
れ
た
が、
博
士
は、
文
法
研
究
が
文
論
か
ら
文
章
論
に
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
「
文
章
研
究
序
説」
(
同三
十五
年
刊)
を
著
さ
れ
た。

時
枝
博
士
の
文
法
学
説
を
乙
乙
で
く
わ
し
く
述
べ
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
が、
橋
本
進
吉
博
士
の
文
法
学
説
が
主
と
し
て
客
観
的
な
形
態
に
着

目
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て、
時
枝
博
士
の
は
言
語
主
体
の
意
識
を
問
題
と
し
て
意
味
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た。
乙
の
点、
山
田
孝
雄

博
士
の
文
法
学
説
の
方
に
近
い
と
言
え
る。
山
田
博
士
は
国
学
者
を
以
て
任
じ
て
い
た
が、
時
枝
博
士
も
み
ず
か
ら
を
最
後
の
国
学
者
と
号
し
て

お
ら
れ
た。
時
枝
博
士
の
最
初
の
業
績
は
国
語
学
史
の
研
究
で
あ
っ
た。
博
士
は、
自
分
の
文
法
学
説
が
鈴
木
腺
の
言
語
四
種
論
等
に
導
か
れ
た

と
し、
わ
が
国
古
来
の
国
語
研
究
の
系
譜
を
受
け
つ
ぐ
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ。

時
枝
博
士
の
文
法
学
説
は、
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が、
は
か
ら
ず
も
逝
去
さ
れ
た
と
と
は、
返

す
返
す
も
残
念
で
あ
る。

昭
和
三
十
八
年
に
国
語
学
会
は
二
十
周
年
を
迎
え
た。
二
十
周
年
を
記
念
し
て
国
語
学
会
は、
毎
日
新
聞
社
の
講
堂
で
公
開
講
演
会
を
聞
い
た

が、
乙
れ
を
機
会
と
し
て、
博
士
は
代
表
理
事
を
辞
さ
れ
た。
そ
れ
ま
で
実
に
二
十
年
K
近
い
年
月
を
博
士
は
国
語
学
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
仕
事
に

関
し
て
面
倒
を
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た。
戦
後
の
多
難
な
時
代
に
代
表
理
事
を
勤
め
ら
れ
た
乙
と
は、
非
常
な
労
苦
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
国

語
学
会
の
会
員
と
し
て
は、
博
士
K
対
し
て
ど
う
い
う
言
葉
で
謝
意
を
表
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る。

わ
が
国
の
国
語
研
究
は、
研
究
領
域
が
次
第
に
広
が
る
と
共
に、
研
究
方
法
も
次
々
と
新
し
く
な
り
つ
つ
あ
る。
国
語
学
会
と
し
て
は、
今
後

.•
 

ま
す
ま
す
充
実
し
た
学
会
活
動
が
要
求
さ
れ
る。
学
会
の
発
展
と
共
に
学
問
研
究
の
水
準
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
に、
私
た
ち
は
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う。
ま
た
そ
れ
が、
偉
大
な
学
者
で
あ
っ
た
時
枝
博
士
に
報
い
る
所
以
で
あ
る
と
思
う。
博
士
よ、
国
語
学
の
今
後
の
進
歩
向

上
を
お
守
り
下
さ
い。

||
国
立
国
語
研
究
所
長
||

4 


